
　
口
は
災
い

の
元
と
い

う
。「
昔
の

口
」
は
一
寸

口
を
滑
ら
し
た
と
か
、
親
し
い

人
に
漏
ら
し
た
一
言
が
身
を
滅

ぼ
し
た
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う

だ
が
、「
今
の
口
」は
自
ら
不
特

定
多
数
の
人
に
ぶ
ち
ま
け
る
ブ

ロ
グ
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
確

信
犯
と
も
い
え
る
。「
病
院
は
刑

務
所
」
と
言
っ
た
県
議
が
自
ら

命
を
絶
た
な
く
て
は
な
ら
な
い

よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
。
県
議

先
生
は
記
者
会
見
を
し
て
反
省

謝
罪
さ
れ
た
が
…
。
そ
れ
に
し

て
も
こ
れ
だ
け
の
反
応
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
な

か
っ
た
の
が
残
念
だ
。
な
ん
で

も
ブ
ロ
グ
に
ぶ
ち
ま
け
て
ス
ト

レ
ス
を
解
消
す
る
習
慣
は
恐
ろ

し
い
▼
i
P
S
細
胞
か
ら
肝
臓

の
細
胞
が
で
き
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
。3
D
コ
ピ
ー
で
臓
器
の

完
全
模
型
が
で
き
た
り
、
ど
ん

ど
ん
生
命
の
神
秘
の
ベ
ー
ル
を

剥
が
し
つ
つ
あ
る
現
在
、
さ
ぞ

か
し
天
地
創
造
の
神
様
が
苦
笑

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
科

学
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
宗
教
的

な
面
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
▼
先
々
代
法
王
の
故
ヨ
ハ
ネ・

パ
ウ
ロ
２
世
が
聖
人
に
列
せ
ら

れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

る
。
パ
ウ
ロ
法
王
は
宗
教
的
な

人
は
も
ち
ろ
ん
、
誰
し
も
が
認

め
る
偉
人
だ
そ
う
だ
が
、
そ
の

理
由
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
女

性
を
治
し
た
奇
跡
だ
と
い
う
発

表
を
聞
い
て
驚
い
た
。医
学
と

奇
跡
。昔
の
科
学
者
に
信
者
が

多
い
の
は
、
当
時
の
科
学
で
解

明
で
き
な
い
の
で
万
能
の
神
を

信
じ
た
か
ら
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
ど
ん
ど
ん
ス
ピ
ー
ド
化

さ
れ
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
も
さ

れ
て
い
く
世
の
中
。
10
年
後
に

残
る
神
秘
は
何
だ
ろ
う
。︵
名
︶
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主な内容

T
P
P
府
民
集
会
で
反
対
訴
え�

（
２
面
）

医
療
事
故
調
15
年
に
新
設
へ�

（
3
面
）

社
保
研
レ
ポ
ー
ト�

（
6
面
）

　
協
会
の
医
療
安
全
対
策
部
会

は
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を

持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の

保
険
医
協
会
で
唯
一
の
部
会
で

あ
る
。
こ
の
度
、
副
理
事
長
と

し
て
再
任
す
る
に
あ
た
り
、
改

め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る

と
と
も
に
、
気
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

今
ま
で
以
上
に
、
会
員
の
医
療

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
医
療
安
全

を
担
当
し
て
い
る
理
事
者
は
経

験
も
豊
富
で
極
め
て
優
秀
で
あ

り
、
そ
の
業
績
は
素
晴
ら
し

く
、
全
国
レ
ベ
ル
で
み
て
も
引

け
を
と
る
こ
と
は
な
い
と
自
負

し
て
い
る
。
加
え
て
今
日
の
医

療
安
全
部
会
が
存
続
で
き
る
の

も
会
員
が
協
会
と
信
頼
関
係
を

結
び
、
問
題
が
起
き
た
際
に
は

協
力
し
あ
い
共
に
悩
み
前
進
し

京
都
の
医
療
安
全
は
保
険
医
協
会
か
ら

て
き
た
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い

る
。
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い

こ
と
だ
が
、
協
会
は
会
員
本
位

の
活
動
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
、
医
療
安
全
は
患
者
と
の
繊

細
な
関
係
も
重
要
視
し
て
い
か

告
さ
れ
る
医
療
事
故
・
紛
争
は

年
々
減
少
し
て
き
て
お
り
、
医

療
崩
壊
が
叫
ば
れ
て
い
た
我
が

国
の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は

変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
が
、
肌
で

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

事
故
・
紛
争
は
異
常
と
い
え
る

ほ
ど
に
多
発
し
て
い
た
。
そ
の

影
響
が
最
近
に
な
っ
て
、
保
険

料
ア
ッ
プ
と
い
う
形
で
表
れ
始

め
て
き
て
い
る
。
開
業
医
の
先

生
方
に
関
し
て
は
む
し
ろ
値
下

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の

会
員
の
先
生
方
と
の
親
密
な
関

係
を
維
持
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

会
員
と
患
者
と
の
よ
り
良
好
な

関
係
を
構
築
す
る
も
の
と
信
じ

て
い
る
。
現
に
、
会
員
か
ら
報

て
い
る
。

　
一
方
、
最
近
、
非
常
に
危
惧

し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
活
動

を
根
本
か
ら
支
え
て
い
る
医
師

賠
償
責
任
保
険
制
度
に
つ
い
て

で
あ
る
。
10
年
前
ま
で
は
医
療

げ
傾
向
に
あ
る
が
、
か
た
や
病

院
に
関
し
て
は
、
高
額
の
保
険

料
に
耐
え
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は

わ
ず
か
な
料
金
の
差
で
あ
っ
て

も
、
よ
り
保
険
料
の
安
い
保
険

に
乗
り
換
え
ら
れ
る
病
院
が
散

見
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は

現
行
の
医
師
賠
償
保
険
の
制
度

上
仕
方
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
肝
心
な
こ
と
は
、
保
険
料

そ
の
も
の
よ
り
も
、
実
際
に
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
際
の
対
応
が

最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今

後
も
な
お
一
層
協
会
の
会
員
の

諸
先
生
方
が
安
心
、
安
全
に
保

険
医
療
が
で
き
る
よ
う
、
全
身

全
霊
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
是
非
と
も
協
会
の
医
師
賠

償
責
任
保
険
の
ご
加
入
、
ご
継

続
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
副
理
事
長  

林
　
一
資

  

新
年
度
に
あ
た
っ
て
　 

　
　
　
　
　

医
療
安
全

対
策
部
会

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
集
会

に
は
「
オ
ー
ル
滋
賀
」
で
の
運

動
を
展
開
す
る
日
野
町
の
藤
澤

直
広
町
長
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
か

ら
も
連
帯
の
出
席
が
あ
り
、
近

畿
レ
ベ
ル
へ
の
広
が
り
を
見
せ

た
。
府
内
の
首
長
か
ら
も
賛
同

を
得
て
、
昨
年
11
月
に
同
会
場

で
開
催
し
た
集
会
か
ら
着
実

に
運
動
が
前
進
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。

　
集
会
後
は
烏
丸
通
御
池
ま

で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
先
頭
に
パ

レ
ー
ド
し
、
府
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
前
回
の
集
会
を
契

機
に
保
険
医
協
会
や
農
民
組

合
連
合
会
、
京
都
総
評
な
ど

が
結
成
し
た
T
P
P
参
加

反
対
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

主
催
し
た
。

 

︵
2
面
に
つ
づ
く
︶

TPP参加反対の声をあげるパレード（上）決議を満場一致で採択（右）

命と暮らし守る運動に近畿一丸で
TPP参加反対府民集会に700人

　
京
都
市
社
会
福
祉
審
議
会
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
行
政
の
在

り
方
検
討
専
門
分
科
会
（
会

長
・
山
田
裕
子
同
志
社
大
学
教

授
）
は
、
2
0
1
2
年
12
月

以
来
第
6
回
目
と
な
る
会
議
を

6
月
18
日
に
開
催
。「
京
都
市

に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
行
政
の
今
後
の
在
り
方
に
係

る
答
申
（
案
）」
を
取
り
ま
と

め
た
。
こ
れ
を
受
け
、
7
月
1

日
に
開
催
さ
れ
た
京
都
市
社
会

福
祉
審
議
会
（
委
員
長
・
森
洋

一
京
都
府
医
師
会
長
）
が
、
修

正
を
施
す
こ
と
を
前
提
に
答
申

を
正
式
に
ま
と
め
、
7
月
9
日

門
川
市
長
に
答
申
し
た
。

市
審
議
会
が
リ
ハ
問
題
で
答
申

○行政は自ら個別支援を行う
よりも、「専門性を向上させ
るための支援」に重点を移
すことが必要

○（補装具製作施設は）公が直
接製作を行うのではなく、
更生相談所に統合し、民間
事業者への技術的指導や相
談対応を行う機能への役割
転換を図られたい

○公設公営病院としての現在
の附属病院が果たす役割は
相対的に低下してきたこと
は否めない

○次の機能に重点を置いたセ
ンターに再編成し、充実さ
せていくことが求められる

　①障害のあるすべての市民
のための総合相談窓口機
能

　②障害・高齢を問わない地
域リハビリテーション推
進機能

　③高次脳機能障害者に特化
した障害福祉サービス提
供機能

答申（７月9日時点）の要点

　
7
月
21
日
に
参
院
選
投
票
、

23
日
に
は
日
本
が
T
P
P
交
渉

に
参
加
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の

緊
迫
し
た
情
勢
の
中
、
T
P
P

参
加
反
対
の
声
を
大
き
く
広
げ

よ
う
と
「
T
P
P
参
加
反
対
京

都
府
民
集
会
2
0
1
3
」
が
6

月
30
日
、
7
0
0
人
を
超
え
る

府
民
を
集
め
、
下
京
区
の
大
谷

市
の
保
健
・
医
療
行
政
に
深
刻
な
打
撃

　
答
申
案
は
、
分
科
会
に
お
け

る
委
員
か
ら
の
指
摘
を
棚
上

げ
、
曖
昧
に
放
置
し
た
ま
ま

で
、
京
都
市
身
体
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
市
リ
ハ
セ
ン
）
の

「
附
属
病
院
」
と
「
補
装
具
製

作
施
設
」
の
廃
止
の
方
向
性
を

盛
り
込
ん
だ
。

　
協
会
の
垣
田
理
事
長
は
、
分

科
会
終
了
直
後
、
開
催
予
告
の

あ
っ
た
京
都
市
社
会
福
祉
審
議

会
に
向
け
、
審
議
会
委
員
（
臨

時
委
員
含
む
）
56
人
に
対
し
、

市
が
棚
上
げ
す
る
問
題
点
を
中

心
に
「
緊
急
意
見
」
を
発
信
し

た
。

　
緊
急
意
見
は
、
主
に
2
点
を

指
摘
。
一
つ
は
、
市
リ
ハ
セ
ン

附
属
病
院
が
担
っ
て
い
る
役
割

を
誰
が
肩
代
わ
り
す
る
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
第
6
回
分
科

会
で
も
市
内
の
ど
の
医
療
機
関

が
ど
ん
な
形
で
担
う
の
か
と
委

員
か
ら
繰
り
返
し
問
わ
れ
て
い

た
が
、
市
当
局
は
ま
と
も
に
回

答
し
な
か
っ
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
医
療
な
き
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
り
得

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
市
自
身
が
自
覚
し
な
が

ら
も
、
附
属
病
院
廃
止
で
失
わ

れ
る
機
能
を
ど
う
担
保
す
る
の

審
議
会
委
員
に
緊
急
意
見
を
送
付

医
療
な
し
で
リ
ハ
ビ
リ
は
保
障
で
き
な
い

か
、
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
。
ま
し
て
、
外
来
機
能
は
残

す
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
回

答
す
ら
し
な
か
っ
た
。

　
第
6
回
分
科
会
で
は
、
会
議

終
了
直
前
に
も
、
高
次
脳
機
能

障
害
に
特
化
し
た
障
害
者
福
祉

を
実
践
す
る
に
は
、
医
療
抜
き

で
や
れ
る
と
は
思
え
な
い
。
医

療
チ
ー
ム
の
作
っ
た
訓
練
計
画

と
福
祉
チ
ー
ム
で
作
っ
た
支
援

計
画
が
両
輪
揃
わ
な
い
と
難
し

い
、
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い

た
。
こ
の
指
摘
は
極
め
て
重
要

な
も
の
だ
っ
た
が
、
7
月
1
日

の
審
議
会
で
示
さ
れ
た
答
申
案

に
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
十
分
に

検
討
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な

い
。 

︵
4
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
京
都
府
民

集
会
2
0
1
3
の
開
会
に
あ

た
っ
て
、
協
会
の
垣
田
さ
ち
子

理
事
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

わ
ず
か
半
年
前
の
衆
院
選
で
安

倍
自
民
党
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

を
唱
え
て
お
き
な
が
ら
、
3
月

に
は
早
々
と
参
加
表
明
し
た
こ

と
を
批
判
。
目
の
前
の
患
者
さ

ん
の
生
活
は
決
し
て
良
く
な
っ

て
お
ら
ず
、
不
安
感
を
募
ら
せ

る
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
う
し
た

現
状
を
変
え
、
政
治
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
し
っ
か
り
学
ん
で

行
動
し
よ
う
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
各
分
野
か
ら
の
報
告
で
は
、

公
約
破
り
許
さ
ず 

分
野
超
え
て
運
動
を

広
が
る
連
帯 

府
南
部
の
3
首
長
が
賛
同

隠
し
て
で
も
得
た
い
国
益
と
は
誰
の
た
め
か

医
療
分
野
か
ら
渡
邉
賢
治
副
理

事
長
が
発
言
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
薬
価

が
高
く
な
っ
た
り
、
混
合
診
療

の
全
面
解
禁
で
国
民
皆
保
険
制

度
が
形
骸
化
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
国
民
の
健
康
や
命
を
守
ろ

う
と
す
る
政
策
が
障
壁
と
さ
れ

行
え
な
く
な
る
よ
う
に
な
る
。

分
野
を
超
え
、
同
じ
目
的
を
持

つ
皆
さ
ん
と
と
も
に
、さ
ら
に
運

動
を
強
め
て
い
こ
う
と
訴
え
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
巡
る
現
局
面
に
つ

い
て
、
全
国
食
健
連
（
国
民
の

食
糧
と
健
康
を
守
る
運
動
全
国

連
絡
会
）
事
務
局
長
の
坂
口
正

明
氏
が
報
告
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
特
徴

の
一
つ
に
秘
密
主
義
が
あ
り
、

く
わ
か
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
つ
い
て
、
米

国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
し
た
韓
国

で
は
、
投
資
家
か
ら
の
賠
償
請

求
を
避
け
る
た
め
に
63
本
も
の

法
制
度
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

税
障
壁
に
つ
い
て
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
合
意
ま
で
に
日
米

二
国
間
で
撤
廃
す
る
た

め
の
協
議
を
す
る
こ
と

で
も
合
意
し
た
。
20
年

間
、
国
民
の
暮
ら
し
や

食
の
安
全
を
守
る
た
め

の
制
度
だ
か
ら
と
歴
代

政
府
に
守
ら
せ
て
き
た

制
度
を
も
差
し
出
そ
う

と
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
政
府
発
表

と
米
国
発
表
と
は
食
い

　
滋
賀
県
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
、
医

師
会
、
町
村
長
会
な
ど
で
大
き

く
運
動
を
広
げ
て
い
る
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
か
ら
県
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
／
医
療
と
食
を
守
る
県
民
会

議
」
の
呼
び
か
け
人
の
一
人
、

日
野
町
長
の
藤
澤
直
広
氏
が
出

席
。
住
民
の
暮
ら
し
や
命
を
守

る
運
動
を
最
後
ま
で
貫
こ
う
と

あ
い
さ
つ
を
し
た
。
近
畿
か
ら

は
保
団
連
（
川
西
敏
雄
兵
庫
協

会
副
理
事
長
）
と
全
労
連
、
大

阪
食
の
府
民
会
議
か
ら
連
帯
出

席
、
農
民
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
や

和
歌
山
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
奈

良
の
県
民
集
会
実
行
委
員
会
な

ど
か
ら
賛
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

い
た
。
府
内
で
の
賛
同
に
つ
い

て
は
、
3
自
治
体
首
長
（
和
束

町
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
）、

9
医
師
会
（
上
東
・
中
東
・
下

西
・
右
京
・
伏
見
・
亀
岡
・
綾

部
・
福
知
山
・
舞
鶴
）、
他
11

団
体
、
4
大
学
職
員
の
ほ
か
、

府
内
の
政
党
で
は
、
共
産
・
新

社
会
・
緑
の
党
が
賛
同
、
民

主
・
維
新
・
幸
福
が
賛
同
し
な

い
、
社
民
は
回
答
が
あ
っ
た
も

の
の
記
載
な
し
、
自
民
・
公
明

は
回
答
が
な
か
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
賛
同
し
た
政
党
か
ら
日
本

共
産
党
の
井
上
哲
士
参
院
議

員
、
新
社
会
党
の
京
都
府
本
部

委
員
長
・
池
内
光
宏
氏
が
発
言

し
た
。

　
最
後
に
尾
崎
望
・
京
都
民
医

連
会
長
が
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
声
を
政
府
に
、
そ
し
て

国
内
外
に
届
け
る
た
め
、
と
も

に
行
動
し
よ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル

を
読
み
上
げ
て
集
会
を
終
了
。

　
集
会
後
に
は
烏
丸
通
御
池
ま

で
の
約
2
㎞
を
参
加
者
全
員
で

パ
レ
ー
ド
。
ト
ラ
ク
タ
ー
3
台

を
先
頭
に
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
Ｔ

Ｐ
Ｐ
」
の
プ
レ
ー
ト
を
高
く
掲

げ
て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
唱

和
し
、府
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　安倍首相は、自ら掲げた自民党の公約も、８割を超える
自治体議会の決議に示される国民世論も踏みにじり、３月
にTPP（環太平洋経済連携協定）交渉参加を表明しまし
た。これに続いて、４月のTPP交渉参加に向けた日米の
事前協議で行われた「日米合意」は、アメリカの要求を丸
呑みするだけという内容になっています。
　実際、アメリカとの事前協議の中では、TPP参加の“入
場料”として、「自動車、かんぽ、牛肉輸入など」、アメリ
カが要求したことはすべて受け入れ、「聖域を守る」保障
は、何一つ約束させることはできませんでした。むしろ、
「高度な自由化をめざす」TPPの「理念」の受け入れを表
明し、アメリカでは農産物の関税問題は決着済みとみなさ
れています。さらに、食の安全基準緩和を含む非関税障壁
撤廃に向けた二国間協議にも合意しています。
　TPPの交渉は完全な秘密主義で進められています。国
民が情報にアクセスできないことが交渉国間で確立された
ルールとなっています。このため、参加国の国民に情報開
示もされず、国民的な議論も充分されていません。しか
も、あとからTPPに参加表明したカナダとメキシコには、
対等に交渉する権利すら与えられませんでした。
　TPPの既存交渉参加国間では、食品の原産地表示、貿
易手続の規制緩和、などとともに、「各国の法令・国内規
制を策定する過程に、外国企業の利害関係者を参加させる
内国民の待遇を与える事。各国の著作権や医薬品・医療技
術などの特許権をアメリカ水準とする事」、などが求めら
れ、これらの協定ルールに抵触した時は、外国企業が各国
の司法制度を超えて、治外法権的に「訴える権利」を与え
る「ISD（投資家対国家紛争解決）」条項が導入されよう
としています。
　これらの協議や条項は、アメリカを中心とする多国籍巨
大企業のために、わが国の経済自主権、国民の生存権・健
康権等を侵害するもので、国民の命や健康を守る国民皆保
険制度や自治体の制度も、規制緩和の対象とされます。こ
のようなTPPは国民の利益、国益をそこなうものにしか
なりません。これでは「平成の不平等条約」です。
　このまま、安倍首相と政府の暴走を許してはなりませ
ん。TPP参加で支払う代償はあまりにも大きく、私たち
の「命もくらしも」「雇用も地域経済も」「農業と国土も」
破壊されてしまいます。近づく参議院選挙の中で「TPP
参加反対」の世論を広げ、国政に反映させましょう。
　TPPはアジア太平洋地域の人々の命とくらしを破壊し、
主権を脅かす協定です。貿易をはじめとした経済活動は、
人々の豊かなくらしのためにあるべきで、一握りの多国籍
巨大企業の利益のためにあるのではありません。
　まだ遅くはありません。「STOP TPP !!」の声を政府
に、そして国内外に届けるため、ともに行動しましょう。
 2013年６月30日
 集会参加者・賛同者一同

パレードで市民にTPP参加反対を訴え

＜自治体首長＞
和束町長　　堀　忠雄
笠置町長　　松本　勇
南山城村長　手仲 圓容

＜団体＞
上京東部医師会
一般社団法人中京東部医師会
一般社団法人下京西部医師会
一般社団法人右京医師会
社団法人伏見医師会
亀岡市医師会
綾部医師会
一般社団法人福知山医師会
一般社団法人舞鶴医師会
きょうされん京都支部
京都高齢者退職者協議会
ＴＰＰストップ口丹連絡会　
ＴＰＰ反対丹後連絡会　
全国保険医団体連合会近畿
ブロック
大阪府歯科保険医協会

全国労働組合総連合（全労連）
近畿ブロック
ＴＰＰ参加反対和歌山ネット
ワーク
ＴＰＰ断固反対奈良県民集会
実行委員会
農民連近畿ブロック
全農協労連近畿地方本部

＜政党＞
日本共産党京都府委員会
新社会党京都府本部
緑の党

＜大学職員＞
京都府立大学
　准教授　桂　明宏
立命館大学　法学部
　教授　小松　浩
立命館大学法科大学院
　教授　倉田 原志
佛教大学
　教授　渡邉 保博

て
い
る
。
日
本
で
も
株
式
会
社

に
よ
る
学
校
や
病
院
経
営
、
解

雇
権
濫
用
法
理
な
ど
多
く
の
法

制
度
が
影
響
を
受
け
る
だ
ろ

う
。
ド
イ
ツ
は
福
島
の
原
発
事

故
を
受
け
て
脱
原
発
に
転
換
し

た
こ
と
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
企

業
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｄ
で
訴
え
ら
れ
て

お
り
、
日
本
で
も
こ
れ
と
同
じ

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
4
月
12
日
に
合
意
さ

れ
た
日
米
事
前
協
議
で
は
、
自

動
車
・
保
険
・
牛
肉
輸
入
規
制

緩
和
と
、
米
国
の
3
条
件
を
丸

呑
み
し
、
日
本
が
出
し
た
条
件

の
前
進
は
一
つ
も
な
い
。
さ
ら

に
、
90
年
代
か
ら
米
国
が
毎
年

の
よ
う
に
要
求
し
て
き
た
非
関

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

「TPP参加反対京都府民集会2013」
集会アピール

賛　同（順不同、敬称略）

違
い
、
隠
し
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
隠
さ
な
い
と
交
渉
に
参
加

で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
秘
密

主
義
の
問
題
と
同
じ
で
、
公
に

な
る
と
一
般
市
民
に
と
っ
て
は

マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
ば
か
り
で
困

る
内
容
だ
か
ら
だ
。

　
安
倍
首
相
の
参
加
表
明
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運

動
は
衰
え
て
い
な
い
。
5
月
25

日
に
は
東
京
で
市
民
参
集
の
2

0
0
0
人
集
会
を
開
催
す
る
な

ど
、全
国
で
広
が
っ
て
い
る
。そ

の
こ
と
に
我
々
は
大
き
な
確
信

を
持
っ
て
取
り
組
み
を
広
げ
て

い
こ
う
と
訴
え
た
。
　

交
渉
内
容
は
4
年
間
公
表
さ
れ

な
い
が
、
大
企
業
関
係
者
は
こ

れ
を
知
り
、
交
渉
官
か
ら
相
談

を
受
け
る
関
係
に
あ
る
。

安
倍
首
相
の
言
う
国
益
が

誰
の
た
め
の
も
の
か
が
よ

参加者一丸となりＴＰＰに反対
（上）、（左上から）発言する垣
田・藤澤・渡邉・坂口各氏

2 0 1 3 年 (平成 2 5 年) 7 月 2 0 日第 2 8 6 3 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



　
京
都
府
保
険
医
協
会

は
こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
対
し
、
国
民
皆
保

険
制
度
が
形
骸
化
さ

れ
る
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
を

訴
え
て
き
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
関

税
障
壁
の
み
な
ら
ず
非
関
税
障
壁

の
撤
廃
も
行
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

で
、
国
民
の
健
康
・
命
を
守
る
た

め
に
医
療
が
存
在
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
薬
価
決
定
の
シ
ス
テ
ム

の
自
由
化
に
よ
っ
て
薬
価
の
高
騰

が
も
た
ら
さ
れ
た
り
、
混
合
診
療

の
解
禁
を
は
じ
め
と
し
た
規
制
緩

和
が
断
行
さ
れ
る
危
険
性
を
孕
ん

で
い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
受

け
、
協
会
は
医
療
分
野
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
共
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
反
対
の
運
動
を
行
っ
て
き

た
。
6
月
30
日
に
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
反
対
京
都
府
民
集
会
2
0
1

3
」
を
大
谷
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
。 

　
今
回
紹
介
す
る
萩
原
伸
次
郎
氏

の
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ　
ア
メ
リ
カ
発
、
第

3
の
構
造
改
革　
安
倍
新
政
権
の

論
点
Ⅵ
』
は
、
安
倍
首
相
が
決
断

し
た
日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
新
自
由
主

義
的
構
造
改
革
と
し
て
展
開
さ
れ

て
き
た
橋
本
、
小
泉
構
造
改
革
に

次
ぐ
「
第
3
の
構
造
改
革
」
と
位

置
付
け
、
そ
の
危
険
性
を
述
べ
て

い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
協
定
案
が
で
き
る

ま
で
交
渉
は
秘
密
裏
に
行
わ
れ
、

協
定
が
成
立
し
て
も
、
ど
の
よ
う

に
交
渉
が
行
わ
れ
て
き
た
か
に
つ

い
て
は
一
定
期
間
公
開
し
な
い
と

い
う
非
民
主
的
な
過
程
で
行
わ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
著
は
第

一
章
か
ら
第
五
章
で
構
成
さ
れ
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
経
過
、
歴
史
で

生
ま
れ
て
き
た
の
か
を
他
の
同
様

の
協
定
を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く

書
か
れ
、
そ
の
問
題
点
や
こ
れ
か

ら
ど
う
対
抗
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
を
述
べ
て
い
る
。

　
著
者
は
本
著
の
最
後
に
、
国
際

貿
易
、
貿
易
自
由
化
の
や
り
か
た

の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
進
め
ら
れ
て
き
た
新
自
由
主

義
的
構
造
改
革
を
さ
ら
に
推
し
進

め
る
「
第
3
の
構
造
改

革
」
と
し
て
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
形
と
い
う
も
の

を
考
え
な
が
ら
、
そ
の
国
の
自
主

権
を
尊
重
し
な
が
ら
、
貿
易
は
進

め
ら
れ
、
お
互
い
が
貿
易
自
由
化

の
恩
恵
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
を
創

造
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
締

め
く
く
っ
て
い
る
。

　
ぜ
ひ
こ
の
本
を
ご
一
読
い
た
だ

き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
認
識
を
深
め
、
さ

ら
な
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
へ
の
運

動
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。 

（
西
陣
・
渡
邉 

賢
治
）

国
の
主
権
尊
重
し
な
い
T
P
P
に
N
O
!!

萩原伸次郎著、かもがわ出版、
定価本体900円＋税

TPP アメリカ発、
第3の構造改革
　― 安倍新政権の論点

　
厚
生
労
働
省
は
5
月
29
日
に

開
催
し
た
「
第
13
回
医
療
事
故

に
係
る
調
査
の
仕
組
み
等
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
部
会
」
で

「
医
療
事
故
に
係
る
調
査
の
仕

組
み
等
の
あ
り
方
」
案
を
提

示
、
同
部
会
は
一
部
修
正
の

上
、
了
承
し
た
。
今
後
は
手
続

を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作

成
に
着
手
し
、
医
療
法
改
正
案

を
と
り
ま
と
め
、
国
会
に
提

出
、
最
短
で
は
2
0
1
5
年
度

新
制
度
導
入
を
め
ざ
す
と
し
て

い
る
。

　
少
し
こ
の
間
の
経
過
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
。

　
99
年
患
者
取
り
違
え
手
術
や

消
毒
液
の
点
滴
な
ど
医
療
事
故

が
社
会
問
題
化
す
る
中
、
刑
事

事
件
化
も
相
次
い
だ
こ
と
を
受

け
、
01
年
に
「
診
療
行
為
に
関

連
し
た
異
状
死
に
つ
い
て
」
の

声
明
を
日
本
外
科
学
会
が
発

表
。
04
年
に
は
内
科
・
外
科
・

病
理
・
法
医
な
ど
19
学
会
が

「
診
療
行
為
に
関
連
し
た
患
者

死
亡
の
届
出
に
つ
い
て
〜
中
立

的
専
門
機
関
の
創
設
に
向
け

て
」
と
題
す
る
共
同
声
明
、
翌

05
年
日
本
学
術
会
議
が
「
第
三

者
機
関
創
設
」
を
提
言
す
る
な

ど
、
医
療
界
か
ら
も
決
意
表
明

が
相
次
い
で
挙
が
り
、
同
年
9

月
、
日
本
内
科
学
会
が
運
営
主

体
と
な
っ
て
「
死
因
究
明
モ
デ

ル
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

言
及
せ
ず
し
て
、
果
た
し
て
究

明
は
果
た
し
う
る
の
か
。
憲
法

が
保
障
す
る
黙
秘
権
と
引
き
換

え
に
す
る
の
だ
か
ら
民
事
は
と

も
か
く
刑
事
免
責
は
当
然
だ
ろ

う
と
指
摘
す
る
法
学
者
は
い
な

い
の
か
。
真
に
原
因
究
明
な
く

し
て
再
発
防
止
は
あ
り
え
な
い
。

　
ま
た
、
再
発
防
止
の
た
め
に

は
、
患
者
や
医
療
担
当
者
・
医

療
機
関
の
個
別
名
称
は
伏
せ
る

と
し
て
も
、
第
三
者
機
関
の
調

査
終
了
と
時
を
置
か
ず
し
て
、

他
の
具
体
的
事
実
は
速
や
か
に

公
表
さ
れ
る
べ
き
だ
。
専
門
家

の
知
恵
や
意
見
を
広
く
集
め
議

論
を
通
じ
て
予
防
シ
ス
テ
ム
構

築
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
医
療
機
関
に
も
自

己
の
経
費
で
院
内
事
故
調
査
委

員
会
の
設
置
を
義
務
付
け
ら
れ

る
。
医
療
関
係
団
体
と
し
て
も

座
視
は
で
き
な
い
。
大
い
に
関

心
を
持
っ
て
、
今
後
厚
労
省
か

ら
公
表
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
法
案
に
ど
の
よ
う
な
官
僚
の

意
図
を
読
み
解
く
か
。
今
後
も

注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
06

年
2
月
福
島
県
立
大
野
病
院
の

産
婦
人
科
医
師
が
逮
捕
さ
れ
、

医
療
界
に
「
患
者
を
救
済
し
た

い
と
い
う
医
師
の
善
意
が
裏
切

ら
れ
た
」
と
衝
撃
が
走
っ
た
。

刑
事
裁
判
に
対
し
て
は
、
日
本

産
婦
人
科
学
会
を
は
じ
め
多
数

の
医
師
の
支
援
も
あ
り
、
08
年

8
月
に
無
罪
判
決
に
至
っ
た

が
、
産
科
を
志
す
医
師
が
減
っ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

        

※ 第三者機関への調査の申請は、院内調査の結果が得られる前に行われる場合もある。

② 院内調査

③報告

 

第三者機関調査の流れ全医療機関共通の調査の流れ 

④ 確認・分析

① 届出

遺 族

（医療機関に院内調査など
の助言を求められた場合） 

支援

助言 

支援法人
・組織（登録）

⑥ 調 査

（原則として外部の医療の専
門家の支援を受けること） 

③ 説明

第三者機関

⑤申請 ⑦報告 ⑤申請

（一体となって実施） 

医療機関（病院・診療所・助産所）

査

医療事故調査制度における調査制度の仕組み

　
こ
の
間
、
07
年
3
月
日
本
弁

護
士
連
合
会
が
「
医
療
事
故
無

過
失
補
償
制
度
」
の
創
設
と
基

本
的
な
枠
組
み
に
関
す
る
意
見

書
を
提
言
。
08
年
4
月
に
は
厚

労
省
か
ら
「
医
療
の
安
全
の
確

保
に
向
け
た
医
療
事
故
に
よ
る

死
亡
の
原
因
究
明
・
再
発
防
止

等
の
あ
り
方
に
関
す
る
試
案
―

第
三
次
試
案
―
」、
同
年
6
月

に
は
医
療
安
全
調
査
委
員
会
設

置
法
案
（
仮
称
）
大
綱
案
が
世

に
出
た
。

　
さ
て
、
医
療
版
事
故
調
は
、

診
療
中
の
予
期
せ
ぬ
死
亡
事
故

の
原
因
究
明
と
再
発
防
止
を
目

的
に
発
足
す
る
と
い
う
。
骨
子

と
し
て
は
、
待
望
論
久
し
い
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
細
目
に

至
っ
て
は
議
論
が
残
る
部
分
や

不
明
瞭
な
箇
所
に
不
安
が
残

る
。
ま
ず
、
医
師
や
医
療
担
当

者
へ
の
刑
事
罰
か
ら
の
免
責
に

＜12日＞記念講演（14:00～15:00）
　「歌うこと、演じること、そして生きること」
　　俳優　倍賞 千恵子 氏
　市民公開シンポジウム「医療と倫理」（15:20～16:50）
＜13日＞分科会（ 9 :00～12:00）
　 ポスターセッション（ 9 :00～15:00）／循環器セミ
ナー（13:00～15:10）／糖尿病ネットワーク研究会
（13:00～16:00）／医療とＩＴ（13:00～16:00）／市民
公開在宅医療セミナー（13:00～16:00）

参加費  医師　8,000円、コ・メディカル・家族・従業
員　500円

主　催 全国保険医団体連合会
主務地 神奈川県保険医協会
申込み・お問い合わせは京都府保険医協会まで

主
な
内
容

と　き 10月12日（土）～13日（日）
ところ 横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ

地域医療におけるこれからの
市民と医療者の連携

メイン
テ－マ

第28回　保団連医療研究集会 in横浜

申込締切
8月30日（金）まで

ＷＨＯ事務局長がTPPに警鐘

医
療
事
故
調
査
制
度
を
15
年
新
設
へ

 

真
に
原
因
究
明
と
な
る
体
制
構
築
を

出典：厚生労働省・医療事故に係る調査の仕組み等のあり方
に関する検討部会「医療事故に係る調査の仕組み等に関する
基本的なあり方」についてより

　６月10日からフィンランド・ヘルシンキで開催されたＷＨＯ主催の第８回ヘルス
プロモーション世界会議で、ＷＨＯ事務局長のマーガレット・チャン氏が開会のあい
さつを行った。チャン氏は、非感染性疾患の取り組みには予防が最も重要であり、こ
れを妨げている最大の要因がグローバル企業である、この規制が必要だと主張し、Ｔ
ＰＰのような自由貿易協定に危機感を表明している。一部を抜粋してご紹介する。

◇　　　　　◇

　非感染性疾患を予防するための取り組みは、強力な産業界の営業上の利益に反する
ものです。私は健康増進が直面する最大の課題の１つがここにあると考えます。
　Health in All Policies（ＨｉＡＰ 全ての政策に健康の視点を）が明らかにしている
ように、もはや巨大なタバコ企業だけを相手にするわけにはいきません。公衆衛生
は、巨大食品企業、巨大炭酸飲料企業、巨大アルコール飲料企業と戦わなくてはなり
ません。
　これらの巨大企業のすべてが規制を恐れています。それを回避するために同じよう
な策略をめぐらして保身をはかろうとしています。

（中略）
　これは健康増進に対する手ごわい反対勢力です。市場を支配している力は容易に政
治的な力に転化します。国民の健康を巨大企業の活動よりも優先する国は少数です。
我々はタバコ産業との経験から学んだように、有害であっても巨大企業はその力を行
使してなんでも市民に売ることができるのです。

（中略）
　私は最近の２つの動向を深く憂慮しています。
　第一は貿易協定に関することです。市民の健康を守るための措置を導入しようとす
る政府が裁判所に訴追されたり訴訟の危機にさらされています。これは危険です。
　第二は、製品に影響を与える可能性がある公衆衛生政策と戦略に対する産業界の反
対運動についてです。産業界が政策決定に関与している場合には、多くの実効的な処
置が軽視されるか、完全に無視されてしまいます。これは、すでに明らかになってい
ることでもありますが、あまりにも危険です。
　保健医療政策の策定は、商業目的または既得権益による歪みから保護されなければ
ならないとＷＨＯは考えています。

　手話による簡単な日常会話や医療機関で役立つ医療
に関する手話の取得をめざして、毎月１回手話サーク
ルを開催しています。初めての方から手話で簡単な会
話ができる人まで幅広く参加者を募集します。医療機
関にお勤めの方はどなたでも参加できます。
内　容 専門の講師がテキストやビデオで指導
日　時 毎月第３金曜日
 午後２時～４時
場　所 協会会議室　　定　員　20人
参加費 月 500円

お申込みは京都府保険医協会事務局まで

手話サークル「いしづえ」参加者を募集中

2 0 1 3 年 (平成 2 5 年) 7 月 2 0 日 第 2 8 6 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月 5日･20日･25日発行



第 2 8 6 3 号 （ 4 ）2 0 1 ３ 年 （平成 2 ５ 年） 7 月 ２０  日京 都 保 険 医 新 聞毎月 ５日・２０日・２５日発行

　
答
申
案
に
も
書
き
込
ま
れ

た
、
市
が
金
科
玉
条
の
よ
う
に

述
べ
る
「
公
民
の
役
割
分
担
」

論
だ
が
、
そ
も
そ
も
こ
れ
が
問

題
で
あ
る
。

　
答
申
案
に
書
か
れ
た
行
政
の

役
割
は
、
計
画
と
意
思
決
定
、

シ
ス
テ
ム
構
築
と
新
し
い
ニ
ー

ズ
に
基
づ
き
行
政
が
先
導
す
べ

き
施
策
実
施
に
限
ら
れ
て
い

　
医
療
の
提
供
体
制
に
つ
い

て
、
急
性
期
医
療
へ
の
資
源
集

中
と
平
均
在
院
日
数
の
短
縮
、

そ
の
受
け
皿
と
し
て
の
在
宅
医

療
重
視
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
創
設
が
国
に
よ
っ
て
強
調

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
数
制
限
な
ど

診
療
報
酬
上
の
算
定
制
限
が
課

せ
ら
れ
、
充
分
な
医
療
が
保
障

る
。
制
度
・
施
策
が
定
着
す
れ

ば
民
間
活
力
を
積
極
的
に
導
入

し
、
そ
の
場
合
効
率
性
や
経
済

性
を
追
求
す
る
こ
と
で
利
用
者

の
福
祉
向
上
が
疎
か
に
な
ら
な

い
よ
う
助
言
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
が
公
の
役
割
だ
と
考
え

て
い
る
な
ら
、
明
ら
か
に
間

違
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
代
議

員
の
意
見
を
き
い
た
。

　
リ
ハ
診
療
報
酬
の

　
改
善
が
必
要

　
現
行
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
診
療
報
酬
は
、
回
復
期
リ
ハ

病
棟
に
は
最
大
で
も
1
5
0

日
以
内
と
い
う
入
院
日
数
制
限

が
あ
り
、
疾
患
別
リ
ハ
に
は
原

則
最
大
で
1
8
0
日
の
算
定

制
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
14
年
4
月
か
ら
は
「
標
準

的
算
定
日
数
」
を
超
え
て
要
介

護
被
保
険
者
等
に
対
し
て
行
わ

れ
る
脳
血
管
疾
患
や
運
動
器
疾

患
の
維
持
期
リ
ハ
は
、
原
則
医

療
保
険
で
算
定
で
き
な
く
な
る

予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
数

を
超
え
て
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な

患
者
は
存
在
し
、
リ
ハ
ビ
リ
で

A
D
L
が
改
善
す
る
例
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
を
複
数
回
答
で
き
い
た

と
こ
ろ
、
リ
ハ
ビ
リ
日
数
制
限

の
問
題
に
つ
い
て
、「
必
要
な

医
療
を
保
障
す
る
た
め
に
診
療

報
酬
改
善
」
が
39
％
、「
介
護

で
な
く
医
療
で
保
障
す
べ
き
」

36
％
、「
診
療
報
酬
以
外
の
手

立
て
を
講
ず
べ
き
」
18
％
、

「
医
療
全
体
の
財
源
を
考
え
る

と
あ
る
程
度
は
仕
方
な
い
」
が

11
％
で
あ
っ
た
︵
図
1
︶。

　
採
算
性
を
超
え
た

　
存
在
は
必
要

　
市
リ
ハ
セ
ン
縮
小
問
題
も
含

め
た
提
供
体
制
に
つ
い
て
複
数

回
答
で
き
い
た
と
こ
ろ
、「
採

算
性
を
超
え
た
存
在
は
必
要
」

が
61
％
、「
医
療
機
能
も
備
え

た
リ
ハ
ビ
リ
の
拠
点
は
必
要
」

46
％
と
、
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院

廃
止
に
否
定
的
意
見
が
上
位
を

占
め
た
。
こ
れ
に
対
し
「
民
間

施
設
で
受
け
ら
れ
る
の
な
ら
公

的
施
設
は
継
続
し
な
く
て
い

い
」32
％
で
あ
っ
た
︵
図
2
︶。

◇　
　
◇

　
リ
ハ
ビ
リ
、
あ
る
い
は
市
リ

ハ
セ
ン
問
題
に
関
し
て
、
困
っ

た
こ
と
や
経
験
し
た
事
例
に
つ

い
て
の
主
な
意
見
を
掲
載
す
る
。

　
◆
リ
ハ
セ
ン
は
困
難
、
重
症

の
患
者
さ
ん
に
対
し
丁
寧
で
専

門
的
な
治
療
や
ケ
ア
を
行
っ
て

い
る
と
思
う
の
で
、
民
間
病
院

の
手
本
に
な
る
と
思
う
。

　
◆
脳
血
管
疾
患
や
運
動
器
疾

患
の
リ
ハ
は
標
準
的
算
定
日
数

内
で
終
了
可
能
と
は
思
わ
れ
な

い
。
最
近
、
知
人
の
ケ
ー
ス
で

リ
ハ
が
と
て
も
有
効
で
本
人
の

前
向
き
に
生
き
る
意
欲
を
引
き

出
す
こ
と
を
経
験
し
た
。
こ
れ

が
数
字
上
の
問
題
で
中
止
に
な

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
◆
在
宅
リ
ハ
を
担
当
す
る

P
T
、
O
T
が
な
お
不
足
し
て

い
ま
す
。

必要な医療を保障するために
診療報酬を改善すべき
リハビリは介護でなく医療で
保障すべき
診療報酬以外の手立てを公的
に講ずるべき
医療全体の財源を考えるとあ
る程度は仕方ない

わからない

その他

39.3％

60.7％

46.4％

32.1％

3.6％

28.6％

3.6％

35.7％

17.9％

10.7％

32.1％

3.6％

民間で受けられない患者も受けるため
には採算性を超えた存在は必要だ
医療機能も備えたリハビリの
拠点は必要だ
民間施設で受けられるのであれば市が
財政負担してまで継続しなくていい
縮小の前に総合的な医療・
福祉ビジョンの策定が必要だ

わからない

その他

必要な医療を保障するために
診療報酬を改善すべき
リハビリは介護でなく医療で
保障すべき
診療報酬以外の手立てを公的
に講ずるべき
医療全体の財源を考えるとあ
る程度は仕方ない

わからない

その他

39.3％

60.7％

46.4％

32.1％

3.6％

28.6％

3.6％

35.7％

17.9％

10.7％

32.1％

3.6％

民間で受けられない患者も受けるため
には採算性を超えた存在は必要だ
医療機能も備えたリハビリの
拠点は必要だ
民間施設で受けられるのであれば市が
財政負担してまで継続しなくていい
縮小の前に総合的な医療・
福祉ビジョンの策定が必要だ

わからない

その他

　
7
月
1
日
の
社
会
福
祉
審
議

会
の
席
上
で
は
、
協
会
の
意
見

も
踏
ま
え
、
複
数
の
委
員
が
市

の
姿
勢
を
厳
し
く
指
弾
し
た
。

　
市
民
公
募
委
員
は
、
協
会
の

意
見
書
の
よ
う
な
専
門
家
の
意

見
を
読
む
と
、
答
申
案
を
審
議

会
の
正
式
答
申
に
す
る
こ
と
は

無
責
任
と
考
え
る
の
で
賛
成
で

き
な
い
。
審
議
会
で
は
分
科
会

に
参
加
し
て
い
な
い
医
師
の
委

員
か
ら
の
意
見
を
聞
く
こ
と
。

そ
の
上
で
、
直
接
の
施
策
の
受

け
手
で
あ
る
市
民
等
か
ら
の
意

見
を
聴
取
す
る
公
聴
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
集
約
を
行
い
、
十
分
に

市
民
参
加
の
手
続
き
を
踏
ん
で

ほ
し
い
。
答
申
を
急
ぐ
べ
き
で

は
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
森
委
員
長
は
、

一
部
団
体
の
意
見
が
届
い
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
分
科
会

に
も
専
門
家
が
い
る
。
そ
れ
以

外
の
専
門
家
か
ら
も
意
見
は
届

い
て
お
り
、
偏
っ
た
発
言
だ
と

コ
メ
ン
ト
。
答
申
は
十
分
な
検

討
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
ら
れ
た

と
述
べ
た
。
市
民
意
見
に
つ
い

て
は
、
答
申
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
等
を
行
う
旨
を
当
局

に
説
明
さ
せ
る
に
止
め
た
。

　
別
の
市
民
公
募
委
員
か
ら

は
、
現
在
の
市
リ
ハ
セ
ン
附
属

病
院
の
役
割
が
相
対
的
に
低
下

と
あ
る
が
、
役
割
は
大
き
い
。

患
者
数
減
少
に
制
度
の
影
響
が

あ
る
な
ら
、
制
度
改
善
を
求
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
市
会
議
員
で
あ
る
委

員
は
、
附
属
病
院
廃
止
に
危
機

感
を
覚
え
る
。
回
復
期
を
過
ぎ

て
も
在
宅
復
帰
の
難
し
い
、
重

度
の
方
の
受
け
入
れ
を
行
う
市

リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
の
役
割

を
、
今
後
誰
が
担
う
の
か
。
今

入
院
し
て
い
る
人
は
ど
こ
が
受

け
入
れ
る
の
か
と
質
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
山
田
分
科

会
長
が
、
市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病

院
の
役
割
を
過
小
評
価
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

患
者
数
の
（
市
民
に
対
す
る
）

比
率
は
低
い
。
入
院
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
受
け
入
れ
可
能
な

人
だ
け
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
重
度
で
手
厚
い
介

護
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、
受
け

ら
れ
な
い
人
も
い
る
と
認
識
し

た
。
そ
う
で
は
な
く
今
後
は
ふ

さ
わ
し
い
医
療
・
福
祉
を
同
じ

よ
う
に
保
障
し
て
い
き
た
い
と

コ
メ
ン
ト
。
続
い
て
森
委
員
長

が
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
シ
ス

テ
ム
化
が
、
方
向
性
と
し
て
答

申
案
に
示
さ
れ
て
い
る
。
政
策

医
療
と
は
公
が
何
で
も
や
る
の

で
は
な
く
、
ど
う
分
担
す
る
か

も
大
切
な
役
割
だ
と
述
べ
た
。

「
今
後
誰
が
担
う
の
か
」
の
質

問
に
対
し
て
は
、
結
局
は
回
答

が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
加
え
て
、
市
民
公
募
委
員
が

答
申
案
中
の
「
施
策
に
よ
り
利

益
を
受
け
る
方
」
と
の
表
現
を

批
判
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
委

員
は
、
障
害
が
あ
る
が
ゆ
え

に
、
社
会
参
加
で
き
な
い
人
が

受
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
「
利
益
」

と
表
現
し
て
い
る
の
は
理
解
で

き
な
い
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
「
利
益
」
な
の
か
?
と

厳
し
く
質
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
山
田
分
科
会

長
は
、「
恩
恵
」
の
方
が
良
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
抽

象
的
な
の
で
、
利
益
と
言
い
表

し
て
い
る
と
説
明
。
森
委
員
長

も
「
恩
恵
の
方
が
い
い
の

か
?
」
と
委
員
に
問
う
た
。

こ
れ
に
対
し
、
委
員
は
「
恩
恵

も
利
益
も
お
か
し
い
」
と
語
気

を
強
め
た
。
森
委
員
長
が
重
ね

て
「
施
策
に
よ
り
利
益
は
受
け

な
い
と
お
考
え
か
」
と
質
し
た

の
に
対
し
、
市
民
公
募
委
員
は

（
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
）

障
害
者
自
立
支
援
法
を
め
ぐ
る

経
緯
か
ら
私
た
ち
は
学
ん
で
き

た
は
ず
だ
。
障
害
の
あ
る
人
が

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と
を

〝
益
〞
と
み
な
す
、
同
じ
過
ち

を
こ
の
審
議
会
が
お
か
す
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
反
論

し
た
。
市
当
局
は
行
政
施
策
全

般
と
し
て
書
い
て
い
る
部
分
で

の
表
現
で
あ
る
と
説
明
。
森
委

員
長
は
、「
利
益
」
と
い
う
考

え
方
に
つ
い
て
の
表
記
は
修
正

す
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
福
祉
関
係
の
労
働
団

体
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
内
容

を
短
時
間
で
ま
と
め
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。
時
間
を
か
け
て

議
論
し
直
す
べ
き
で
絶
対
反
対

だ
と
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
森
委
員
長
は

分
科
会
の
審
議
は
慎
重
な
も
の

だ
っ
た
。
も
う
一
度
審
議
す
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
案

の
中
で
、
修
正
で
き
る
部
分
は

修
正
し
た
い
と
考
え
る
。
た
だ

し
、「
預
か
り
」
と
す
る
よ

り
、（
審
議
会
で
）
一
部
違
う

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
合
わ
せ

て
書
く
形
で
ま
と
め
た
い
と
述

べ
た
。

　
審
議
会
当
日
の
模
様
を
振
り

返
る
だ
け
で
も
そ
の
問
題
点
は

多
い
。

　
答
申
案
お
よ
び
と
り
ま
と
め

に
至
る
経
過
で
露
呈
し
た
市
の

誤
り
は
、
根
本
的
か
つ
全
面
的

だ
。

　
何
よ
り
、
市
リ
ハ
セ
ン
附
属

病
院
廃
止
の
根
拠
と
さ
れ
る
理

由
な
ど
論
理
破
綻
し
て
い
る
。

　
附
属
病
院
が
受
け
止
め
て
い

る
市
民
は
一
部
の
市
民
で
あ
り

不
公
平
だ
と
い
う
な
ら
、
受
け

入
れ
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の

検
討
を
し
て
こ
そ
不
公
平
が
是

正
さ
れ
る
。
結
局
は
、
残
念
な

が
ら
財
政
リ
ス
ト
ラ
を
目
的
と

し
た
廃
止
を
前
提
と
し
て
い
る

さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
。

そ
ん
な
さ
な
か
京
都
市
に
お
い

て
、
京
都
市
身
体
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
市
リ
ハ
セ
ン
）
の
縮
小
が
打

ち
出
さ
れ
、
医
療
者
、
利
用
者

と
も
に
不
安
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
。
協
会
は
こ
の
間
、
市

へ
の
意
見
書
提
出
や
専
門
職
、

関
係
団
体
ら
と
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
、
市
リ
ハ
セ
ン
の
あ
り

方
に
つ
い
て
提
言
し
て
き
た
。

代議員月例
アンケート�

対
象
者
＝
代
議
員
92
人
回
答
数
28
（
回
答
率
30
％
）

調
査
期
間
＝
2
0
1
3
年
６
月
10
日
〜
21
日

リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
体
制
に
つ
い
て

委
員
か
ら
「
無
責
任
」「
絶
対
反
対
」

市
の
姿
勢
を
問
う
厳
し
い
意
見
続
出

答
申
案
か
ら
見
え
る
市
の
誤
り
は
根
本
的

市
リ
ハ
セ
ン
機
能
縮
小
は
財
政
リ
ス
ト
ラ

国
・
地
方
自
治
体
の
役
割
と
は
社
会
保
障
そ
の
も
の

良
識
あ
る
委
員
・
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
よ

　
国
・
地
方
自
治
体
の
役
割
と

は
社
会
保
障
そ
の
も
の
で
あ

る
。
市
民
の
人
権
を
守
り
、
健

康
・
生
存
を
保
障
す
る
の
は
公

の
仕
事
で
あ
る
。
揺
る
ぎ
な
い

公
の
責
任
の
下
で
こ
そ
民
間
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
果
た
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
公
の
本

旨
を
棄
て
去
る
よ
う
な
誤
っ
た

考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
っ
て
い
る

限
り
、
市
民
に
対
す
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
保
障
が
必
要
充

分
に
行
え
る
は
ず
は
な
い
。

　
答
申
は
正
式
に
京
都
市
長
に

提
出
さ
れ
、
今
後
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
主
な
舞
台

は
議
会
へ
移
る
と
見
ら
れ
る
。

協
会
は
、
審
議
会
で
も
示
さ
れ

た
良
識
あ
る
委
員
の
声
。
そ
の

背
後
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要

と
す
る
す
べ
て
の
市
民
の
声
を

背
負
い
、
引
き
続
き
手
を
緩
め

ず
、
京
都
市
の
リ
ハ
ビ
リ
行
政

拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す

す
め
る
。

た
め
前
向
き
な
検
討
が
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。
必
要
な
専

門
性
が
附
属
病
院
廃
止
に
よ
っ

て
低
下
す
る
と
い
う
指
摘
に
対

し
、
有
効
な
解
決
法
を
示
す
べ

き
だ
。

日　時 ７月25日 （木）午後２時～４時30分
場　所 京都府保険医協会　会議室
講　師 第１部　中村・平井・田邊法律事務所　中村　隆 弁護士
　　　　第２部　損保ジャパン日本興亜リスクマネジメント（株）　営業企画部
　　　　　　　　SCCコンサルティンググループ上席コンサルタント　澤田　進 氏
対　象 事務長、経理部長、その他関係職員の方　　定　員　50人
共　催 有限会社アミス　株式会社損害保険ジャパン

経営対策セミナー

「病院経営における未収金対策～成功例をもとに～」

市
リ
ハ
セ
ン
附
属
病
院
の
継
続
望
む
声
多
数

市
リ
ハ
セ
ン
を
巡
っ
て
︵
１
面
か
ら
の
続
き
︶

「医師の相続対策はいつやるの？『今でしょ！』」
講　師　日本経営グループ　資産税事業部部長、
　　　　税理士　座間 昭男 氏

次回は
９月５日に
開催!!

「情報システム保守費用削減対策」 病院
向け

第１部

第２部

開業医
向け



　
Ｑ
、
大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ

ピ
ー
を
施
行
す
る
患
者
さ
ん
が

い
ま
す
。
検
査
前
処
置
の
た
め

ラ
キ
ソ
ベ
ロ
ン
内
用
液
を
処
方

し
ま
す
が
、
請
求
は
ど
の
よ
う

に
行
い
ま
す
か
。

　
Ａ
、
検
査
に
伴
う
投
薬
と
な

る
た
め
、
院
内
処
方
の
場
合
、

薬
剤
料
の
み
60
「
検
査
」
欄
で

請
求
し
ま
す
。
他
に
投
薬
が
な

け
れ
ば
、
調
剤
料
・
処
方
料
は

算
定
で
き
ま
せ
ん
。
院
外
処
方

す
る
場
合
も
同
様
で
、
他
に
投

薬
が
な
け
れ
ば
、
処
方
せ
ん
料

は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
の
保
険
医
協
会
総
会

は
来
る
7
月
28
日
（
日
）
午
後

1
時
か
ら
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
で
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
は

総
勢
2
3
0
人
の
出
席
で
し

た
。 

今
年
度
の
総
会
、
講
演

会
、
懇
親
会
の
ご
案
内
で
す
。

◇
　
　
◇

1
、
総
会

　
ま
ず
、
開
会
宣
言
が
議
長
の

ベ
ル
で
開
会
さ
れ
ま
す
。
続
い

て
議
事
録
署
名
人
依
頼
が
議
長

よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
次
に
理
事

長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
物
故
会
員
に
対
す
る

黙
祷
が
行
わ
れ
ま
す
。
次
は
退

任
理
事
者
へ
の
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。そ
し
て
、議
事
第
一

号
議
案
、
第
二
号
議
案
そ
し
て

第
三
号
議
案
が
採
択
さ
れ
ま
す
。

　
続
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
で

す
。
そ
れ
か
ら
祝
電
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
披
露
が
行
わ
れ
ま

す
。
最
後
は
、
協
議
で
会
員
、

お
よ
び
代
議
員
か
ら
の
要
望
・

意
見
・
質
問
な
ど
が
あ
り
ま

国
民
の
医
療
を
受
け
る
権
利
の
保
障
に
は

療
養
担
当
規
則
に
適
う
診
療・審
査・証
明
を

　
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
再
発
治
療
へ
の
減

点
査
定
に
対
し
て
、
第
1
審
裁

判
所
は
、
人
工
腎
臓
5
回
分
を

復
活
し
た
（
本
紙
前
号
本
欄
⑨

参
照
）。

　
控
訴
審
で
は
、
更
に
、
本
件

の
ご
と
く
救
命
の
た
め
の
治
療

に
関
す
る
指
定
医
療
機
関
に
よ

る
診
療
報
酬
請
求
に
対
し
て
減

点
査
定
を
し
た
場
合
、Ｙ
2
は
、

審
査
連
絡
書
、
増
減
点
連
絡
書

に
よ
っ
て
、診
療
報
酬
が
何
故
、

ど
の
よ
う
な
資
料
不
足
の
た
め

に
減
点
査
定
さ
れ
た
か
が
指
定

医
療
機
関
に
わ
か
る
よ
う
に
指

摘
し
、
再
審
査
の
機
会
に
審
査

資
料
の
補
完
が
適
切
に
な
さ
れ

る
よ
う
配
慮
す
べ
き
義
務
が
あ

り
、
そ
の
義
務
を
履
践
す
る
こ

と
な
く
減
点
査
定
を
し
、
そ
の

結
果
、
不
適
正
な
審
査
内
容
と

な
っ
た
場
合
、
こ
れ
を
受
け
て

都
道
府
県
知
事
（
本
件
で
は
Ｙ

1
）
が
な
し
た
決
定
（
生
活
保

護
法
第
53
条
第
1
項
）
も
違
法

に
な
る
、
と
し
た
。

　
指
定
医
療
機
関
の
診
療
方
針

お
よ
び
診
療
報
酬
は
国
民
健
康

保
険
の
例
に
よ
る
の
で
（
法
第

52
条
第
1
項
）、
診
療
報
酬
の

額
の
決
定
に
は
、
⑴
診
療
内
容

が
療
養
担
当
規
則
に
適
合
し
て

い
る
か
ど
う
か
、
⑵
請
求
点
数

が
算
定
方
法
告
示
に
照
ら
し
て

誤
り
が
な
い
か
否
か
、
が
適
切

に
審
査
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま

た
、
特
別
審
査
委
員
会
で
は
レ

セ
プ
ト
に
加
え
、「
診
療
日
ご
と

の
症
状
、
経
過
お
よ
び
診
療
内

容
を
明
ら
か
に
で
き
る
資
料
」

を
添
付
し
て
書
面
審
査
す
る
と

さ
れ
、
決
定
に
お
い
て
は
療
養

担
当
規
則
等
の
具
体
的
運
用
が

合
理
的
で
あ
っ
た
か
否
か
、
ま

た
審
査
に
は
⑴
⑵
が
適
切
に
審

査
さ
れ
た
か
否
か
、
に
つ
い
て

の
審
理
を
要
す
る
と
さ
れ
た
。

　
血
漿
交
換
療
法
に
関
し
て

は
、
厳
密
な
診
断
法
に
従
え
ば

劇
症
肝
炎
の
範
疇
に
入
ら
な
い

と
い
う
理
由
だ
け
で
本
件
の
よ

う
な
多
臓
器
不
全
の
肝
障
害
に

つ
い
て
同
療
法
が
有
用
性
を
持

つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
適
法
と
認

め
な
い
の
は
、
療
養
担
当
規
則

の
運
用
と
し
て
あ
ま
り
に
機
械

的
で
合
理
的
と
認
め
ら
れ
ず
、

ま
た
、
同
療
法
の
1
回
分
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
適
応
の

劇
症
肝
炎
と
認
め
ら
れ
た
と
Ｘ

に
推
定
で
き
て
も
、
Ａ
の
症
状

か
ら
は
担
当
医
の
裁
量
の
範
囲

内
の
3
回
が
な
ぜ
過
剰
か
、
ど

の
よ
う
な
資
料
が
不
足
す
る
た

め
2
回
分
が
減
点
査
定
さ
れ
た

か
、
審
査
連
絡
書
の
「
血
漿
交

換
は
必
要
の
限
度
と
願
い
ま

す
」
の
コ
メ
ン
ト
記
載
な
ど
か

ら
は
推
測
し
が
た
く
、
む
し
ろ

1
回
で
も
過
剰
と
な
る
筈
な
ら

ば
そ
の
理
由
を
概
括
的
に
で
も

明
ら
か
に
し
て
Ｘ
に
反
論
・
説

明
の
機
会
を
与
え
る
な
り
、
施

行
お
よ
び
回
数
の
相
当
性
に
つ

い
て
説
明
す
る
機
会
を
与
え
る

な
り
せ
ず
、
不
適
切
な
審
査
内

容
と
な
り
、
2
回
分
の
減
点
査

定
を
違
法
と
し
た
。

　
人
工
腎
臓
に
は
、
適
応
と
認

め
な
が
ら
、
増
減
点
連
絡
書
に

減
点
査
定
の
理
由
を「
Ｂ
」（
過

剰
）と
記
載
す
る
だ
け
で
、審
査

連
絡
書
に
コ
メ
ン
ト
な
く
、
審

査
資
料
補
完
の
機
会
を
奪
う
手

続
違
反
を
し
て
不
適
正
な
審
査

内
容
を
招
来
し
た
と
し
て
、
5

回
の
減
点
査
定
を
違
法
と
し
た
。

　
薬
剤
投
与
は
、
療
養
担
当
規

則
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
行
う
と
定
め
ら
れ
、

薬
剤
添
付
文
書
に
効
能
・
効

果
、
用
法
・
用
量
な
ど
の
使
用

上
の
注
意
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。「
Ｂ
」と
さ
れ
た
マ
ー
ロ
ッ

ク
®
、
ト
ロ
ン
ビ
ン
に
は
、
再

審
査
に
際
し
て
提
出
さ
れ
た
症

状
経
過
な
ら
び
に
再
審
査
理
由

書
に
は
、
容
量
を
超
え
る
投
薬

の
必
要
性
な
ど
を
基
礎
づ
け
る

客
観
的
資
料
の
追
加
が
な
く
、

モ
ニ
ラ
ッ
ク
®
（「
Ｂ
」）に
は
、

最
高
投
与
量
を
継
続
す
る
必
要

性
を
基
礎
づ
け
得
る
ア
ン
モ
ニ

ア
値
等
の
デ
ー
タ
等
の
提
出
な

く
、
減
点
査
定
を
維
持
し
た
。

「
Ａ
」（
適
応
外
）と
さ
れ
た
Ｄ

－

ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
は
、
併
用
に
て

ケ
イ
キ
サ
レ
ー
ト
®
の
便
秘
を

防
止
す
る
効
用
・
効
果
（
薬
剤

添
付
文
書
に
記
載
な
い
）
か
ら

適
応
と
な
り
得
る
が
そ
の
旨
の

記
載
な
く
、
第
一
ブ
ド
ウ
糖
®

の
透
析
液
へ
の
付
加
（「
Ａ
」）

も
、
必
要
性
を
容
易
に
説
明
で

き
た
の
に
記
載
せ
ず
、
減
点
査

定
が
維
持
さ
れ
た
。「
Ａ
」
判

定
の
フ
ロ
リ
ー
ド
Ｆ
®
は
、
臨

床
的
に
深
部
感
染
症
、
特
に
敗

血
症
が
疑
わ
れ
抗
生
剤
を
2
〜

3
日
投
与
し
て
も
解
熱
傾
向
が

な
い
場
合
、
抗
真
菌
剤
の
投
与

を
一
般
的
処
置
と
認
め
、
復
活

し
た
。
計
1
0
0
万
8
3
0
円

の
支
払
い
を
Ａ
1
に
命
じ
た

（
大
阪
高
判
平
9
・
5
・
9
、

判
タ
9
6
9
号
1
8
1
頁
）。

総
務
部
会

 
山
本
　
博

今年も総会でお会いしましょう
講演会、懇親会 楽しい企画もりだくさん!!

す
。
こ
こ
で
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
る
と
、
総
会
は
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
副
理
事
長
の
閉
会
の
あ
い
さ

つ
で
総
会
は
終
わ
り
ま
す
。

2
、
講
演
会

　
今
年
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
代

表
の
医
師
、
中
村
哲
氏
の
講
演

で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
30

年
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
命
の
水

を
〜
国
際
医
療
協
力
の
30
年

〜
」
の
タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
ま

す
。
会
場
に
は
パ
ネ
ル
展
示
が

あ
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
で
講
演
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
、
講
演
会
は
終

わ
り
ま
す
。

3
、
懇
親
会

　
理
事
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

ス
タ
ー
ト
で
す
。
来
賓
の
あ
い

さ
つ
、
乾
杯
の
あ
い
さ
つ
、
続

い
て
、
新
役
員
の
紹
介
を
行
う

予
定
で
す
。
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
の
フ
ル
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー

を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
親
子
三
人
の「
き
む
ら
た

く
や
ト
リ
オ
」の
楽
し
い
演
奏

を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
オ
ー
バ
ー
ザ
レ
イ
ン
ボ
ー
」

「
雨
に
唄
え
ば
」「
シ
ェ
ル
ブ
ー

ル
の
雨
傘
」
な
ど
、
懐
か
し
い

演
奏
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
年
も
昨
年
同

様
、
ワ
イ
ン
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
選
り

す
ぐ
り
の
12
種
の
ワ
イ
ン
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
気
に

入
っ
た
ワ
イ
ン
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ア
ミ
ス
セ
レ
ク
ト
よ
り
購

入
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、

福
引
き
が
あ
り
ま
す
。
豪
華
賞

品
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
は
役
員
の
閉
会
の
あ
い

さ
つ
で
懇
親
会
は
終
わ
り
で
す
。

　
会
場
内
で
は
ア
ミ
ス
セ
レ
ク

ト
の
展
示
販
売
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
会
員
、ご
家
族
、従
業
員
の
皆

様
是
非
と
も
総
会
、講
演
会
、楽

し
い
懇
親
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
保
険
医
年
金
の
第
61
次
春
普

及
に
、
多
数
の
加
入
申
込
み
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
忙
し
い
中
、
生
保
普

及
担
当
者
お
よ
び
協
会
事
務
局

と
ご
面
談
い
た
だ
き
ま
し
た
先

生
に
は
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
普
及
期
間

中
、
電
話
や
訪
問
が
重
な
り
ま

し
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

　
結
果
は
、
月
払
38
人
・
1
9

8
口
、
一
時
払
22
人
・
1
7
1

口
の
新
規
加
入
・
増
口
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
加
入
申
込
み

分
は
、
2
0
1
3
年
9
月
1
日

付
加
入
と
な
り
、
加
入
者
証
は

10
月
上
旬
に
協
会
よ
り
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お

待
ち
下
さ
い
。な
お
、加
入
・

増
口
分
の
掛
金
は
、
8
月
引
去

り
の
9
月
掛
金
か
ら
と
な
り
ま

す
。
一
時
払
は
、
お
送
り
し
た

振
込
依
頼
書
（
京
都
銀
行
取
扱

い
）
で
、
8
月
2
日
（
金
）
ま

で
に
各
自
お
振
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
次
回
、
第
62
次
秋
普
及
は
、

9
月
1
日
（
日
）
よ
り
10
月
25

日
（
金
）
ま
で
を
加
入
申
込
受

付
期
間
と
し
、
2
0
1
4
年
1

月
1
日
付
加
入
と
な
り
ま
す
。

新
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
8
月
末

日
お
よ
び
9
月
の
メ
デ
ィ
パ
ッ

ク
に
て
発
送
予
定
で
す
の
で
、

多
数
お
申
込
み
下
さ
い
。
ま

た
、
生
保
普
及
担
当
者
が
伺
っ

た
際
に
は
、
ご
面
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

検
査
に
伴
う
投
薬
に
つ
い
て

加
入
・
増
口
の
お
礼
と

９
月
普
及
開
始
の
お
知
ら
せ

保険医
年　金

第66回 定期総会 （第185回定時代議員会合併）

日　時  ７月28日 （日）午後１時～７時30分
場　所  京都ホテルオークラ　４階「暁雲」
   （京都市中京区河原町御池　☎075-211-5111）
１ 総会（第185回定時代議員会合併）　午後 1時～ 3時
  ① 2012年度活動報告並びに決算報告
  ② 2013年度活動方針（案）並びに予算（案）承認
２ 講演会　午後 3時10分～ 5時20分
 演題　アフガニスタンに命の水を
 　　　～国際医療協力の30年～
 講師 　 ピース・ジャパン・メディカル・サービス
  　　　総院長 ペシャワール会現地代表　中村 哲 氏
３ 懇親会　午後 5時30分～ 7時30分
  音楽演奏・ワインテイスティング・福引き

詳細は 5 月のメディパック（ 5 月
30日発送）に同封の案内パンフ
レット（青色の冊子）をご覧下さ
い。お問い合わせは京都府保険
医協会（☎075-212-8877）まで。

保険料は
30%割引
でお得！

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

ゴルファー保険に
ご加入ですか

○保険期間
8 月 5 日（火）午後 4 時
から 1 年間

○中途でも加入できます
○会員のご家族も加入できます

◆ゴルフプレー中に他人に損害を与えた時◆ゴルフプレー中にご自
身がケガをした時◆ゴルフ用品に事故があった時◆ホールインワ
ン・アルバトロスを達成した時、など

こんな時に補償されます！

～お申込はお早目に！～

2 0 1 3 年 (平成 2 5 年) 7 月 2 0 日 第 2 8 6 3 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月 5日･20日･25日発行

竿
管

潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
竿

管
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅
潅

宇田 憲司

裁判事例に学ぶ
医事紛争　防止の 10



◇お問い合わせは協会
　事務局まで
　　TEL 075‒212‒8877
　　FAX 075‒212‒0707

社 保 研

レポート

第648回　最近の糖尿病診療と保険上の留意点
講師：和田内科医院院長、京都糖尿病医会会長、京都府国民健康保険団体

連合会審査委員　和田  成雄 氏

DPP⊖４阻害薬の登場で大きく変貌
実地医家での糖尿病診療体制を

　
糖
尿
病
は
、
日
常
診
療
に
お

い
て
遭
遇
す
る
機
会
が
増
え
た

だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
領
域

の
疾
患
群
に
少
な
か
ら
ず
関
与

し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
今
回
の
社
会
保
険
研
究

グ
リ
ニ
ド
、
α
‒Ｇ

Ｉ
製
剤
、
6
・
5
％

以
上
で
S
U
剤
が

第
一
選
択
で
あ
っ
た

が
、
今
回
力
点
を
置

い
て
解
説
さ
れ
た

D
P
P
‒4
阻
害
薬

の
登
場
で
、
糖
尿
病

第649回社会保険研究会

治
療
は
大
き
く
変
貌
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
G
L
P
‒1
の

作
用
に
よ
る
、
血
糖
値
に
依
存

し
た
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
促
進
や

グ
ル
カ
ゴ
ン
分
泌
抑
制
を
は
じ

め
、
胃
蠕
動
運
動
抑
制
、
イ
ン

ス
リ
ン
感
受
性
改
善
が
、
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
優
れ
た
効
果

を
も
た
ら
す
。
さ
ら
に
膵
外
作

用
と
し
て
、
心
血
管
イ
ベ
ン
ト

の
抑
制
、
腎
保
護
効
果
の
成
績

な
ど
多
面
的
な
効
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
自
院
の
症
例
解
析

で
は
、 

S
U
剤
と
の
相
性
が
よ

く
肥
満
者
に
も
有
効
例
は
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
不
十
分
な
食
事

療
法
や
服
用
中
止
で
の
悪
化
あ

る
い
は
投
薬
数
量
が
増
え
る
傾

向
と
の
成
績
を
示
さ
れ
た
。 

保
険
診
療
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
は
、
審
査
員
に
よ
る
多
少
の

解
釈
の
違
い
に
触
れ
た
上
で
、

指
導
管
理
料
算
定
要
件
、
薬
剤

や
検
査
に
対
す
る
適
応
病
名
、

併
用
制
限
な
ど
の
事
項
に
つ
い

て
細
や
か
に
解
説
さ
れ
た
。

　
今
日
、
D
P
P
‒4
阻
害
薬

を
は
じ
め
と
す
る
経
口
血
糖
降

下
剤
な
ど
を
駆
使
す
る
こ
と

で
、〝
良
質
な
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
〞
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
他
方
、
糖
尿
病

治
療
の
根
幹
は
、
食
事
療
法
や

よ
り
〝
健
常
な
人
と
変
わ
ら
な

い
日
常
生
活
の
質
（
Q
O
L
）

の
維
持
、
寿
命
の
確
保
〞
に
あ

る
。
そ
れ
に
は
血
糖
の
み
な
ら

ず
血
圧
、
脂
質
、
禁
煙
な
ど
の

集
約
的
な
管
理
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
食
後
血
糖
の
是
正
と

食
前
低
血
糖
の
防
止
と
い
う

〝
良
質
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
〞

を
目
指
す
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。 

こ
の
点
、
日
内
変
動
を

評
価
で
き
る
Ｃ
Ｇ
Ｍ
（
持
続
血

糖
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
が
普
及
す

れ
ば
、
有
用
な
ツ
ー
ル
に
な
り

え
る
で
あ
ろ
う
。
経
口
血
糖
降

下
剤
は
、
従
来
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

6
・
5
％
（
Ｊ
Ｄ
Ｓ
）
以
下
で

講
師
を
務
め
た
和
田
氏

講　師　洛和会音羽病院　総合診療科　医員　金森 真紀 氏
日　時　８月24日（土）午後２時～４時
場　所　京都府保険医協会ルームＡ～Ｃ
主　催　京都府保険医協会
　　　　※参加は無料、事前申込は不要です。
　　　　※日医生涯教育講座対象の研究会です。

　総合診療科では、臓器に限定されない様々な訴えを
持った患者様を診察させて頂いております。その中で、
非常に教育的であった症例を何例かご紹介させて頂きます。症例提示
の中で、いろいろとディスカッションをしながら進めていくのが臨床
診断の醍醐味です。皆様の積極的なご参加を期待しております。

〈金森先生からのメッセージ〉

総合診療科症例集
今回は、

NHK「総合診療医ドクターG」
でも注目の総合診療科が

テーマです!

◆
会
員
の
希
望
さ
れ
る
専
門
家

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
随
時
、
必
要
な
時
に
相
談
で

き
ま
す
。

＜税　理　士＞
花山　和士　税理士 ひろせ税理士法人
外村　弘樹　税理士 外村会計事務所
山口　　稔　税理士 山口稔税理士事務所
木谷　　昇　税理士 木谷昇税理士事務所
乗岡　五月　税理士 税理士法人京都会計
牧野　伸彦　税理士 牧野伸彦税理士事務所
鴨井　勝也　税理士 鴨井税務会計事務所
廣井　増生　税理士 廣井増生税理士事務所

＜社　労　士＞
河原　義徳　特定社労士 株式会社ひろせ総研
本宮　昭久　特定社労士 本宮社会保険労務管理事務所

＜建　築　士＞
坂本　克也　建築士 坂本克也一級建築事務所
竹内　秀雄　建築士 園建築事務所

＜ファイナンシャルプランナー＞
重松　朋聖　法人推進部長 三井生命保険株式会社
その他　関係生保会社、京都銀行のFP

＜弁　護　士＞
莇　　立明　弁護士 京都中央法律事務所
江頭　節子　弁護士 京都中央法律事務所
松尾　美幸　弁護士 京都中央法律事務所
赤井　勝治　弁護士 赤井・岡田法律事務所
石川　寛俊　弁護士 石川寛俊法律事務所
鵜飼万貴子　弁護士 米田泰邦法律事務所
小笠原伸児　弁護士 京都法律事務所
竹下　義樹　弁護士 つくし法律事務所
富永　　愛　弁護士 富永愛法律事務所
新阜創太郎　弁護士 つくし法律事務所
西村　幸三　弁護士 西村法律事務所
本田　里美　弁護士 つくし法律事務所
三重　利典　弁護士 葵法律事務所
若松　　豊　弁護士 赤井・岡田法律事務所

　
ご
都
合
の
良
い
日
を
各
種
専

門
家
と
日
程
調
整
し
ま
す
。

◆
相
談
は
無
料
（
た
だ
し
、
1

事
案
1
回
限
り
）

各
種
専
門
家
と
の
相
談
体
制
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

税理士・社会保険労
務士・建築士・ファ
イナンシャルプラン
ナー・弁護士

会
で
は
、
京
都
糖
尿
病
医
会
会

長
と
し
て
指
導
的
立
場
で
活
躍

さ
れ
る
和
田
成
雄
氏
が
、
実
地

医
家
の
視
点
で
最
近
の
糖
尿
病

診
療
、
保
険
上
の
留
意
点
に
つ

い
て
概
説
し
た
。 

　
全
国
に
は
糖
尿
病
の
可
能
性

が
否
定
で
き
な
い
人
を
含
め
る

と
2
3
1
0
万
人
（
2
0
0
7

年
）
に
達
す
る
が
、 

60
〜
79
歳

で
約
60
％
を
占
め
、
糖
尿
病
に

よ
っ
て
余
命
は
10
年
ほ
ど
短
く

な
る
と
い
う
。
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
我
が
国
の
近
未
来
を

思
う
と
、
看
過
で
き
な
い
数
字

で
あ
る
。
治
療
の
目
標
は
、
合

併
症
の
発
症
、
進
展
の
阻
止
に

生
活
習
慣
の
管
理
に
相
違
な
い

こ
と
か
ら
、
専
門
医
の
助
言
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
広
く
実
地
医

家
が
主
体
と
な
っ
て
糖
尿
病
診

療
を
担
当
す
る
体
制
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
本
講
演
の
狙
い
は
こ

の
点
に
帰
結
す
る
の
で
は
な
い

か
。 

（
山
科
・
福
光 

眞
二
）

　
１
事
案
に
つ
き
１
回
の
無
料

相
談
を
超
え
て
の
ご
相
談
は
、

個
別
相
談
に
移
行
し
有
料
に
な

り
ま
す
。

い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
！

　
古
い
仲
間
、
詩
人
の
大
月
俊

信
の
こ
と
を
書
こ
う
。
当
時
の

福
知
山
周
辺
、
現
在
は
市
に

入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
某
集

落
の
住
職
だ
っ
た
。
ぼ
く
よ
り

10
〜
15
歳
年
長
だ
っ
た
と
思

う
。
代
々
の
住
職
だ
っ
た
ら
し

く
お
父
さ
ん
も
同
業
だ
っ
た
よ

う
だ
。
戦
後
の
混
乱
期
、「
荒

地
」「
列
島
」
の
二
つ
の
系
列

で
大
ま
か
に
い
え
ば
「
芸
術

派
」
と
「
社
会
派
」
少
し
あ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
出
し
て
い
た
。

当
時
の
中
央
的
な
詩
誌
と
言
え

ば
「
詩
学
」
が
中
心
、
い
や
も

う
、「
詩
学
」
以
外
に
詩
の
雑

誌
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

無
条
件
で
そ
れ
に
作
品
を
発
表

さ
せ
て
貰
っ
た
ら
、
い
さ
さ
か

大
袈
裟
か
も
し
れ
な
い
が
詩
人

と
し
て
通
る
よ
う
な
雰
囲
気

だ
っ
た
。
い
や
こ
れ
は
地
方
で

友
人
も
な
く
、
独
り
で
詩
を
書

い
て
い
た
ぼ
く
の
僻
み
か
も
し

れ
な
い
。
ま
、
と
に
か
く
大
月

俊
信
は
数
回
こ
の
詩
誌
に
作
品

を
発
表
し
て
い
た
。
ぼ
く
は
涎

だ
っ
た
が
、
こ
の
詩
誌
廃
刊

後
、
国
鉄
詩
人
能
登
秀
夫
が
福

知
山
に
着
任
し
た
。
彼
は
そ
の

国
鉄
詩
人
の
な
か
で
大
御
所
的

な
存
在
で
、
か
ね
て
か
ら
腹
案

中
の
同
人
誌
「
さ
ん
た
ん
」
を

発
刊
し
た
。
昭
和
29
年
の
こ
と

を
た
ら
し
て
そ
の
作
品
を
読
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。
あ
と
か
ら

聞
い
た
話
で
は
、
彼
は
早
稲
田

の
仏
文
出
身
だ
と
言
う
こ
と

だ
っ
た
。

　
ぼ
く
が
始
め
て
詩
誌
の
同
人

に
な
っ
た
の
は
「
交
替
詩
派
」

で
、
さ
ん
た
ん
と
は
丹
波
、
丹

後
、
但
馬
の
こ
と
、
同
時
に
惨

憺
た
る
日
本
の
現
実
と
の
意
味

だ
っ
た
。
能
登
は
近
く
に
住
む

大
月
に
着
目
し
、
同
人
に
誘
い

入
れ
た
。
大
月
も
受
け
入
れ

た
。
そ
れ
で
ぼ
く
も
始
め
て
大

月
と
お
会
い
し
た
。
彼
は
落
ち

つ
い
た
端
整
な
顔
立
ち
の
、
中

肉
中
背
の
方
だ
っ
た
。
ぼ
く
は

ユ
リ
イ
カ
か
ら
詩
集
「
死
」
を

刊
行
、
昭
和
31
年
の
こ
と
で
、

能
登
は
宮
津
で
出
版
記
念
会
を

催
し
て
く
れ
、
大
月
も
テ
ー
ブ

ル
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
く
れ
た
。

「
さ
ん
た
ん
」
は
能
登
の
転
勤

に
と
も
な
い
、「
鷺
」「
浮
標
」

と
誌
名
を
変
え
た
が
、
い
つ
か

ら
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大

月
は
同
人
を
辞
し
た
。
そ
の
後

彼
が
ど
の
よ
う
な
詩
の
世
界
に

住
ん
で
い
た
か
知
ら
な
い
。

　
ぼ
く
が
郷
里
で
開
業
医
生
活

を
送
っ
て
い
て
多
忙
だ
っ
た
某

日
、
町
内
の
生
糸
縮
緬
商
の
家

に
来
て
い
る
と
の
、
大
月
か
ら

の
電
話
が
あ
っ
た
。
暑
い
日

だ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
も
う
そ

の
時
は
大
月
は
ぼ
く
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
に
い
な
か
っ
た
。
馳
せ

つ
け
る
と
端
正
な
大
月
が
い

た
。
彼
は
ぼ
く
に
「
先
生
」
と

言
っ
た
。「
大
月
さ
ん
、
先
生

は
や
め
て
下
さ
い
よ
。
谷
口

君
、
と
言
っ
て
下
さ
い
」、
大

月
は
笑
い
首
を
か
し
げ
て
「
谷

口
君
か
」
と
ア
ル
コ
ー
ル
の
た

め
か
赤
い
顔
を
し
て
い
っ
た
。

大
月
は
生
糸
縮
緬
商
と
は
連
隊

仲
間
、
同
期
生
だ
っ
た
と
言
っ

た
。
幹
部
候
補
生
の
仲
間
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
ら
く

福
知
山
連
隊
で
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　
賀
状
だ
け
の
交
換
で
、
そ
の

後
は
会
っ
て
い
な
い
。
夫
人
に

死
別
さ
れ
、
住
職
の
座
を
息
子

さ
ん
に
譲
っ
た
こ
と
も
知
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
何
年
位
た
っ
て
の

こ
と
だ
っ
た
か
、
ぼ
く
も
老
境

に
入
り
か
け
た
頃
だ
っ
た
と
思

う
が
、
か
な
り
厚
い
封
書
が
届

い
た
。
な
か
に
数
編
の
手
書
き

の
詩
の
原
稿
が
入
っ
て
お
り
、

便
り
が
添
え
て
あ
っ
た
。
い
い

年
を
し
て
恥
ず
か
し
い
が
、
人

間
の
名
誉
欲
と
は
い
つ
ま
で
も

あ
る
も
の
だ
。
詩
集
を
出
版
し

た
く
思
っ
て
い
る
云
々
。
現
在

は
横
浜
の
ホ
ー
ム
に
い
る
と
記

し
て
あ
っ
た
。
彼
の
最
後
の
手

紙
も
詩
稿
も
手
許
に
な
い
。
男

盛
り
の
頃
の
彼
の
端
正
な
風
貌

と
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
風

を
追
憶
す
る
の
み
で
あ
る
。

　
蛇
足
な
が
ら
つ
け
加
え
て
お

く
。
大
月
俊
信
と
は
お
そ
ら
く

本
名
は
大
槻
俊
信
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
う
。
福
知
山
に
は
大

槻
姓
が
多
い
か
ら
。

詩
　
　
人

谷口　謙（北丹） 　  ＜40＞

基金
国保

９日
（金）

10日
（土） 労災

12日
（月）

○ ◎ ◎

8月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日。
　受付時間：基金  午前９時～午後５時30分
　　　　　　国保  午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　労災  午前９時～午後５時
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